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失恋不能症と数の魔術―― W・ B・イエイツ

アイルランドの詩人WoB・ イエイツ
に「クール湖の自鳥」という作品がある。

詩人はすでに50を 超え、老いを自覚 じ

つつある。季節は秋。物憂げにバ トロン

の領地を散策 しながら、池に目をやる

と、そこには白鳥が 1、 2、 3、 4、 5、 6・ …・.57、

58、 59羽 1(Upon the brimming water

among the stones / Are nine― and―

fifty swans)

この 「59羽 」をうけ、そ ういえば

「19年前」にも同じように自鳥を数えよ

うとした、でもあのときは途中で飛び立

ってしまった……と数の連想から思い出

は展開、いかにもイエイツ的なノスタル

ジアに満ちた哀感が、美しい白鳥が羽根

をバタバタさせる様子とともに描き出さ

れる。端正な詩だ。

というわけで、つい納得 してしまいそ

うになるのだが、 どうで しょう。 .3、 と、
よく59羽 も数えましたねえ、 という疑

間が湧いて くる。ほんとに数えたの ?

だいたいイエイツは近眼で、執筆時はす

でに老眼も入り視界は曇っていたかもし

れない。白鳥は実は「36羽」だったと

の証言もある。何でわざわざ「36」 を

「59」 に ? イエイツは当時オカル トに
凝っていた。何らかの数の魔術が隠され

ている、との説もあるだろう。60の 一歩

手前の59は いかにも意味ありげである。

授業の際には、数学の得意な学生が手を

あげて「59は素数です !」 と喝破 して

もくれた。           ,
ただ、一番大事なのは、こうやって

「たしかに数えた」と言い張 りたくなる

心境ではないかとも思う。この三度目の

自鳥事件のとき、イエイツはひどい鬱状

態だった。イエイッが鬱になるのは、た

いてい片思いのモー ド・ゴンに拒絶され

たとき。 しかし、今回は事情がちがった。

伴イ呂を失い独身に戻ったモー ドに、イエ

イツは性懲りも無くまた求婚、案の定拒

絶される。ところが、である。ぜんぜん

ショックがないのだ | これは失恋不能
症か!? まさに中高年男子ならではの微

妙な心境で、そこには一段階深い鬱も見

て取れるが、そんなとき、数えることが

何かを鎮めてくれたのではないか。数ヘ

の妙な執着は一種の処方箋だったかとも

思えるのである。

(英文学者)


